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ことしも暑い！小平の夏（小平ふるさと村、中央公園のジャブジャブ池、小平グリーンロード灯りまつり）

　平成30年６月定例会は、６
月５日から28日まで24日間の
会期で開催されました。
　この定例会では、平成30年
度一般会計補正予算（第１号）
など15件の市長提出議案を可
決・承認・同意しました。議員
提出議案は特権的地方議会議員
年金制度の復活に断固反対する
意見書１件を可決し、請願は１
件を採択しました。
　また、６月６日から３日間に
わたり、25人の議員から59件
の一般質問がありました。

議会を傍
聴

しません
か？ 市市市市市市市市市市市市市市市市議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日市議会の日程程程程程程程程程程程程程程程程程（（（（（（（（（（（（（（（（予予予予予予予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定定定定定定定））））））））））））））））（予定）

今後の
傍聴される方は、
議会事務局へ
お越しください。

市役所7階

原則として午前9時

場　　所

開会時刻

日程、開会時刻等は変更や追加になる場合もありますので、事前に議会事務局までお問い合わせください。

8月20日（月）総務委員会
 請願・陳情締め切り（午前中）（※1）
8月21日（火）生活文教委員会（※2）
8月22日（水）厚生委員会（※2）
8月23日（木）環境建設委員会
8月30日（木）議会運営委員会（※3）
9月　4日（火）9月定例会本会議（初日）
9月　5日（水）9月定例会本会議（一般質問）
9月　6日（木）9月定例会本会議（一般質問）
9月　7日（金）9月定例会本会議（一般質問）
9月11日（火）総務委員会
9月12日（水）生活文教委員会

　9月13日（木）厚生委員会
　9月14日（金）環境建設委員会
　　　　　　　　請願・陳情締め切り（午前中）（※4）
　9月18日（火）広聴広報特別委員会
　9月19日（水）都市基盤整備調査特別委員会
　9月20日（木）公共施設マネジメント調査特別委員会
　9月25日（火）議会運営委員会（※3）
　9月28日（金）9月定例会本会議（最終日）
　　　　　　　　広聴広報特別委員会（※3）
10月　9日（火）決算特別委員会（一般会計）
10月10日（水）決算特別委員会（一般会計）
10月11日（木）決算特別委員会（一般会計）

10月12日（金）決算特別委員会（特別会計）
10月16日（火）広聴広報特別委員会
10月18日（木）都市基盤整備調査特別委員会
10月25日（木）市民と議会の意見交換会（※5）
10月26日（金）市民と議会の意見交換会（※5）
10月29日（月）市民と議会の意見交換会（※5）
10月30日（火）市民と議会の意見交換会（※5）
（※１）９月定例会初日上程の受け付け期限です。
（※２）当日は、現地視察を予定しています。委員会の再開時間等に

つきましては、議会事務局にお問い合わせください。
（※３）開始時間については、議会事務局にお問い合わせください。
（※４）９月定例会最終日上程の受け付け期限です。
（※５）詳細については、議会事務局にお問い合わせください。

小平市廃棄物の減量及び処理に関する条例小平市廃棄物の減量及び処理に関する条例のの
一部を改正する条例を可決しまし一部を改正する条例を可決しましたた

平平成成3300年年度度
一一般般会会計計補補正正予予算算（（第第11号号））ななどど

1166議議案案をを可可決決

６月定例会



平成３０年（２０１８年）７月２９日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ２
　

本
補
正
予
算
は
、
当
初
予
算
編
成

後
に
新
た
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た
事
業
に
関
す
る
経
費
等
を
計
上
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
と
し
て
は
、
総
務
費

で
は
、
自
主
防
災
組
織
に
供
与
す
る

防
災
用
備
品
を
購
入
し
ま
す
。

　

労
働
費
で
は
、
出
産
育
児
等
で
離

職
し
た
女
性
の
た
め
の
再
就
職
サ
ポ

ー
ト
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
一
般
教
員
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
授
業
の
準
備
等

の
事
務
を
補
助
す
る
ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
す
る
ほ
か
、

小
川
西
町
図
書
館
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
改
修
工
事
費
を
計
上
し
ま
す
。

　

予
算
規
模
と
し
て
は
歳
入
歳
出
を

そ
れ
ぞ
れ
３
千
２
百　

万
３
千
円
増

５４

額
し
、
総
額
を
６
百　

億
７
千
７
百

４９

　

万
３
千
円
と
し
ま
す
。

５４
 　

平
成　

年
度
の
地
方
税
制
の
改
正

３０

等
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
個
人
市
民
税

関
係
の
改
正
で
は
、
今
回
の
税
制
改

正
に
よ
り
、
国
税
及
び
地
方
税
に
お

い
て
、
働
き
方
の
多
様
化
へ
の
対
応

等
の
観
点
か
ら
給
与
所
得
控
除
及
び

公
的
年
金
等
控
除
の
制
度
の
見
直
し

を
図
り
つ
つ
、
一
部
を
基
礎
控
除
に

振
り
か
え
る
な
ど
、
個
人
所
得
課
税

の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
改
正
を
行

う
も
の
で
、
臼
基
礎
控
除
及
び
調
整

小
平
市
税
条
例
等

小
平
市
税
条
例
等
のの

一
部
を
改
正
す
る
条

一
部
を
改
正
す
る
条
例例

控
除
に
つ
い
て
、
一
定
の
所
得
を
超

え
る
場
合
に
適
用
し
な
い
こ
と
と
す

る
、
渦
給
与
所
得
控
除
及
び
公
的
年

金
等
控
除
か
ら
基
礎
控
除
へ
の
振
り

か
え
に
伴
う
所
要
の
調
整
と
し
て
、

個
人
市
民
税
の
均
等
割
、
所
得
割
等

の
非
課
税
の
範
囲
の
引
き
上
げ
を
行

い
ま
す
。
法
人
市
民
税
関
係
、
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
関
係
で
改
正

を
行
う
ほ
か
、
市
た
ば
こ
税
関
係
で

は
、
加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
方
式
に

つ
い
て
、
製
品
の
重
量
に
よ
り
算
出

す
る
方
式
か
ら
製
品
の
重
量
と
価
格

に
よ
り
算
出
す
る
方
式
へ
５
年
か
け

て
段
階
的
に
移
行
す
る
な
ど
の
改
正

を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
地
方
税
法
及
び
他
の

法
令
の
一
部
改
正
に
よ
る
引
用
条
項

の
改
正
及
び
文
言
の
整
理
等
を
行
い

ま
す
。

　

施
行
期
日
は
、
特
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
公
布
の
日
で
す
。

 　

平
成　

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

３０

た
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
等

に
伴
い
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
臼
国
民
健
康
保

険
税
の
課
税
限
度
額
の
う
ち
、
医
療

保
険
分
を
現
行
の　

万
円
か
ら　

万

５４

５８

円
に
改
め
る
こ
と
に
よ
り
、
課
税
限

度
額
の
合
計
額
を
現
行
の　

万
円
か

８９

ら　

万
円
に
引
き
上
げ
る
、
渦
特
例

９３
対
象
被
保
険
者
等
に
か
か
る
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て
、
届
け

出
に
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

提
出
を
必
須
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
情
報
連
携
に

お
い
て
必
要
な
情
報
が
取
得
で
き
た

場
合
に
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
の
提
出
を
省
略
で
き
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
す
。

　

施
行
期
日
は
、
臼
は
平
成　

年
４

３１

国
民
健
康
保
険
条
例

国
民
健
康
保
険
条
例
のの

一
部
を
改
正
す
る
条

一
部
を
改
正
す
る
条
例例

平
成

年
度
一
般
会

平
成　

年
度
一
般
会
計計

３０３０

補
正
予
算
（
第
１

補
正
予
算
（
第
１
号号
））

月
１
日
、
渦
は
公
布
の
日
で
す
。

 　

廃
棄
物
の
減
量
や 
３
Ｒ 
の
推
進
を

ス
リ
ー
ア
ー
ル

図
り
、
環
境
へ
の
負
荷
が
低
減
さ
れ

た
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
実
現

を
推
進
す
る
た
め
、
平
成　

年
３
月

３０

に
策
定
し
た
小
平
市
家
庭
ご
み
有
料

化
及
び
戸
別
収
集
へ
の
移
行
実
施
計

画
に
基
づ
き
、
平
成　

年
４
月
１
日

３１

か
ら
の
家
庭
ご
み
有
料
化
の
実
施
に

向
け
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
臼
平
成　

年
３
月

３０

に
改
訂
し
た
小
平
市
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
の
理
念
等
を
踏
ま
え
、

本
条
例
の
目
的
と
し
て
、
環
境
へ
の

負
荷
が
低
減
さ
れ
た
循
環
型
社
会
の

形
成
を
実
現
す
る
こ
と
を
明
記
す
る
、

渦
家
庭
廃
棄
物
の
う
ち
、
燃
や
す
ご

み
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
及
び
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に
つ
い
て
手
数

料
を
徴
収
し
、
引
き
か
え
に
交
付
す

廃
棄
物
の
減
量
及
び
処
理
に
関
す

廃
棄
物
の
減
量
及
び
処
理
に
関
す
るる

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例例

る
指
定
収
集
袋
を
使
用
し
て
排
出
す

る
こ
と
を
新
た
に
定
め
る
、
嘘
手
数

料
に
つ
い
て
、
燃
や
す
ご
み
及
び
燃

や
さ
な
い
ご
み
は
１
㍑
当
た
り
２
円
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
１
㍑

当
た
り
１
円
の
手
数
料
を
徴
収
す
る

こ
と
を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

　

施
行
期
日
は
、
平
成　

年
４
月
１

３１

日
で
す
が
、
施
行
期
日
前
か
ら
指
定

収
集
袋
の
販
売
等
を
行
う
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
附
則
に
お
い
て
、
収

集
袋
の
交
付
そ
の
他
必
要
な
行
為
は
、

施
行
期
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る

人
権
擁
護
委
員
を
次
の
と
お
り
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

西
角　
　

昭
氏

　

瀬
貫　

和
広
氏

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦薦

6月定例会 議 案 等 に 対 す る 各 議 員 の 賛議 案 等 に 対 す る 各 議 員 の 賛 否否

反　
　
　

対

賛　
　
　

成

ムサ緑生ネ共産政和フォ公明

議決結果

○：賛成　×：反対　
伊
藤　
　

央

橋
本　

久
雄

山
﨑
と
も
子

日
向
美
砂
子

さ
と
う
悦
子

平
野
ひ
ろ
み

細
谷　
　

正

吉
瀨
恵
美
子

木
村
ま
ゆ
み

佐
藤　
　

充

宮
寺　

賢
一

永
田　

政
弘

川
里　

春
治

小
野　

高
一

磯
山　
　

亮

吉
本
ゆ
う
す
け

中
江　

み
わ

竹
井
よ
う
こ

滝
口　

幸
一

小
林　

洋
子

石
毛
航
太
郎

幸
田　

昌
之

佐
藤　
　

徹

浅
倉　

成
樹

山
岸
真
知
子

虻
川　
　

浩

津
本　

裕
子

件名議案
番号

区
分

２０６○○××××○○○○××××××××
※
 
議
長

××××××××否　　決議案 第３２号小平市廃棄物の減量及び処理に関す
る条例の一部を改正する条例に対する附帯決議第３９号

議
員
提
出

議　
　

案

６２０××○○○○××××○○○○○○○○
※
 
議
長

○○○○○○○○原案可決小平市廃棄物の減量及び処理に関する条例の一
部を改正する条例第３２号

市
長
提
出

議　
　

案

会派名略称
（　）内は各会派の議員数

公明：市議会公明党（６）　 　フォ：フォーラム小平（６）　 　政和：政和会（５）　 　共産：日本共産党小平市議団（４）　 　生ネ：生活者ネットワーク（４）
緑：緑の党こだいら（１…無会派）　 　ムサ：ムサシ（１…無会派）

※　議長は表決に加わりません。

全会一致で議決した議案　※
議決結果件名議案番号議決結果件名議案番号区分

原案可決特権的地方議会議員年金制度の復活に断固反対する意
見書第３８号議員提出議案

原案可決
小平市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法の基
準に関する条例の一部を改正する条例

第３０号承　　認専決処分（小平市税条例の一部を改正する条例）第２３号

市長提出議案

原案可決
小平市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び
に指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的
な支援の方法の基準に関する条例の一部を改正する条
例

第３１号承　　認専決処分（小平市国民健康保険条例の一部を改正する
条例）第２４号

原案可決小平市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準
に関する条例の一部を改正する条例第３３号同　　意人権擁護委員候補者の推薦第２５号

原案可決小平市立学童クラブ条例の一部を改正する条例第３４号同　　意人権擁護委員候補者の推薦第２６号

原案可決小平市国民健康保険条例の一部を改正する条例第３５号原案可決平成３０年度小平市一般会計補正予算（第１号）第２７号

原案可決小平市地区計画の区域内における建築物の制限に関す
る条例の一部を改正する条例第３６号原案可決小平市税条例等の一部を改正する条例第２８号

原案可決小平市消防団消防ポンプ自動車の買入れについて第３７号原案可決小平市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例第２９号

採　　択胎内掘保全工事に当たり市内用水路への流水の維持を
求めることについて第１１号請　　　　願

常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ののののののののののののののののののののの行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視常任委員会の行政視察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察常任委員会の行政視常任委員会の行政視察察
常任委員会では、先進市等の事業を調査するために行政視察を行っています。
平成３０年５月９日〜１１日及び１６日〜１８日に実施した視察先、及び視察事項は以
下のとおりです。

総務委員会（５月９日〜１１日）
●弘前市（青森県）
　新たな財源確保の取り組みについて
●大館市（秋田県）
　ふるさと納税について
●盛岡市（岩手県）
　盛岡市まちづくり研究所について

生活文教委員会（５月９日〜１１日）
●羽咋市（石川県）
　無農薬・無肥料で行う自然栽培について
●小矢部市（富山県）
　小矢部市の教育について
●糸魚川市（新潟県）
　駅前大火後の防災の取り組みについて 

厚生委員会（５月１６日〜１８日）
●東大阪市（大阪府）
　障害児者支援センター　レピラについて
●豊中市（大阪府）
　コミュニティソーシャルワーカーの取り
組みについて

●生駒市（奈良県）
　地域包括ケアシステムについて

環境建設委員会（５月１６日〜１８日）
●札幌市（北海道）
　住民参加型の公園づくりについて
●室蘭市（北海道）
　住民参加型の公園リニューアル事業について
●苫小牧市（北海道）
　まちなか再生総合プロジェクトについて

可
決
ま
た
は
同
意

し
た主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主

ななななななななななななななななななななな
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

主
な
議
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案



平成３０年（２０１８年）７月２９日３ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

　市の事務に関する調査及び議案・請願等の審査を行います。小平
市議会では条例により四つの常任委員会を設置しています。各委員
会の定数及び所管は次のとおりです。

　常任委員会とは別に、特定事件を調査及び審査するための委員会です。
各委員会の定数及び所管は次のとおりです。

特特特特特特特特特特特特特特特特 別別別別別別別別別別別別別別別別 委委委委委委委委委委委委委委委委 員員員員員員員員員員員員員員員員特別委員 会会会会会会会会会会会会会会会会会 ◎＝委員長　
○＝副委員長常常常常常常常常常常常常常常常常 任任任任任任任任任任任任任任任任 委委委委委委委委委委委委委委委委 員員員員員員員員員員員員員員員員常任委員 会会会会会会会会会会会会会会会会会 ◎＝委員長　

○＝副委員長

■総務委員会（７人）
　市の基本計画、広報、財政、財産
管理、個人情報保護、情報公開、契
約、職員給与、戸籍・住民記録、市
税、公金の出納、広聴、市民相談な
どに関する事項

五十音順に左から右へ記載してあります。
＜委員会名の略称＞
総務＝総務委員会、生文＝生活文教委員会、厚生＝厚生委員会、環建＝環境建設委員会
広聴広報＝広聴広報特別委員会、都市基盤＝都市基盤整備調査特別委員会
公共施設＝公共施設マネジメント調査特別委員会
議運＝議会運営委員会

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議 員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員 のののののののののののののののののののの 紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹議 員 の 紹 介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介

 　   川 　 浩 （５７）
あぶ かわ ひろし

③　市議会公明党
総務（◎）・議運

美園町2崖3崖15崖103
緯042崖348崖0483

 石  毛 　 航  太  郎 （３７）
いし げ こう た ろう

③　フォーラム小平
厚生（◎）・公共施設
花小金井1崖29崖9
緯042崖452崖9091

 磯  山 　 亮 （３８）
いそ やま りょう

②　政和会
生文（◎）・広聴広報・公共施設
花小金井南町1崖18崖39崖305
緯042崖452崖7631

 伊  藤 　 央 （４８）
い とう ひさし

①　ムサシ
生文・公共施設

学園西町2崖28崖11崖210
緯042崖307崖9054

 小  野 　 高  一 （７０）
お の こう いち

②　政和会
厚生・議運

小川町2崖1879崖4
緯042崖343崖8412

 川  里 　 春  治 （７１）
かわ さと はる じ

③　政和会
生文・公共施設

花小金井3崖11崖8
緯042崖461崖8292

 吉  瀨 　 恵  美  子 （５６）
き せ え み こ

①　日本共産党小平市議団
厚生・広聴広報・都市基盤（○）

鈴木町2崖229
緯042崖478崖1133

 木  村 　まゆみ（６６）
き むら

⑤　日本共産党小平市議団
生文（○）・公共施設
津田町1崖2崖11
緯042崖344崖4928

 小  林 　 洋  子 （４５）
こ ばやし よう こ

②　フォーラム小平
環建（○）・議運（◎）
鈴木町1崖248

緯042崖341崖5749

さとう　 悦  子 （５３）
えつ こ

①　生活者ネットワーク
厚生・議運（○）
仲町489崖7

緯（事）042崖342崖4494

 佐  藤 　 徹 （５９）
さ とう とおる

①　市議会公明党
環建・広聴広報・都市基盤
小川町1崖800崖36
緯042崖332崖5883

 佐  藤 　 充 （６６）
さ とう みつる

④　日本共産党小平市議団
環建（◎）・公共施設
小川町2崖1362崖11
緯042崖343崖0831

 滝  口 　 幸  一 （４５）
たき ぐち こう いち

③　フォーラム小平
議長

学園西町3崖1崖22
緯042崖347崖1060

 竹  井 　ようこ（５２）
たけ い

①　フォーラム小平
総務・広聴広報（○）・公共施設
（事）美園町1崖1崖15
緯（事）042崖207崖1232

 津  本 　 裕  子 （５７）
つ もと ゆう こ

④　市議会公明党
副議長・厚生・公共施設

花小金井南町1崖17崖11崖110
緯042崖464崖1126

 中  江 　みわ（３８）
なか え

①　フォーラム小平
生文・広聴広報・都市基盤
学園東町1崖10崖16崖101
緯042崖315崖7475

 永  田 　 政  弘 （７２）
なが た まさ ひろ

⑤　政和会
環建・広聴広報（◎）・都市基盤

天神町2崖3崖12
緯090崖2538崖0263

 橋  本 　 久  雄 （６７）
はし もと ひさ お

⑤　緑の党こだいら
厚生・都市基盤

学園西町1崖22崖15サントピア並木1F
緯042崖348崖1127

 日  向 　 美  砂  子 （５６）
ひ なた み さ こ

③　生活者ネットワーク
総務・都市基盤

小川町1崖869崖1崖103
緯（事）042崖342崖4494

 平  野 　ひろみ（５９）
ひら の

③　生活者ネットワーク
環建・公共施設（◎）

小川東町5崖11崖11崖702
緯（事）042崖342崖4494

 細  谷 　 正 （３９）
ほそ や ただし

②　日本共産党小平市議団
総務・議運

小川西町5崖37崖6
緯042崖345崖0818

 宮  寺 　 賢  一 （７４）
みや でら けん いち

③　政和会
総務（○）・都市基盤
小川町1崖265

緯042崖341崖7964

 山  岸 　 真  知  子 （５９）
やま ぎし ま ち こ

③　市議会公明党
総務・広聴広報・公共施設（○）

たかの台19崖7
緯042崖309崖5355

 幸  田 　 昌  之 （５０）
ゆき た まさ ゆき

②　市議会公明党
厚生（○）・都市基盤（◎）
学園西町1崖37崖4
緯042崖347崖7480

 吉  本 　ゆうすけ（３５）
よし もと

①　フォーラム小平
総務・議運

小川西町5崖30崖9崖205
緯042崖315崖9337

 山  﨑 　とも 子 （５０）
やま さき こ

①　生活者ネットワーク
生文・広聴広報・都市基盤
小川町1－3050－2

緯（事）042崖342崖4494

 浅  倉 　
あさ くら

 成 
しげ

 樹 （６６）
き

⑥　市議会公明党
生文・議運

学園東町1崖3崖11崖402
緯042崖341崖7850

 氏　名 （年齢は発行日現在）
ふ り が な

当選回数　会派名
常任委員会・特別委員会等
住　　所
電話番号　（事）は事務所

写　真

（◎＝委員長、○＝副委員長）

◎小林　洋子　　○さとう悦子
　浅倉　成樹　　　虻川　　浩
　小野　高一　　　細谷　　正
　吉本ゆうすけ

議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会運運運運運運運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営営営営営営営委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員議会運営委員会会会会会会会会会会会会会会会会会
◎＝委員長　○＝副委員長

　議会運営に関する事項についての
調査及び議案・請願等の審査を行い
ます。

■都市基盤整備調査特別委員会
　（１０人※欠員１人）
　①駅前再開発の基本的事項の調査に
関すること②都市計画道路、鉄道の連
続立体交差化の基本的事項の調査に関
すること

◎幸田　昌之　　○吉瀨恵美子
　佐藤　　徹　　　中江　みわ
　永田　政弘　　　橋本　久雄
　日向美砂子　　　宮寺　賢一
　山﨑とも子

◎虻川　　浩　　○宮寺　賢一
　竹井ようこ　　　日向美砂子
　細谷　　正　　　山岸真知子
　吉本ゆうすけ

■生活文教委員会（７人）
　防災、防犯、男女共同参画、地域
センター、産業振興、文化施策、ス
ポーツ振興、学校教育、生涯学習、
公民館、図書館などに関する事項

◎磯山　　亮　　○木村まゆみ
　浅倉　成樹　　　伊藤　　央
　川里　春治　　　中江　みわ
　山﨑とも子

■公共施設マネジメント調査特別委員
会（１０人）
　公共施設マネジメント推進計画に係
る基本的事項の調査に関すること

◎平野ひろみ　　○山岸真知子
　石毛航太郎　　　磯山　　亮
　伊藤　　央　　　川里　春治
　木村まゆみ　　　佐藤　　充
　竹井ようこ　　　津本　裕子

（7人）

■広聴広報特別委員会（８人）
　①議会報告会の企画及び聴取した意
見等の整理に関すること②議会報の編
集及び発行方法に関すること③議会ホ
ームページの充実に関すること④広聴
及び広報活動の基本的事項の調査に関
すること

◎永田　政弘　　○竹井ようこ
　磯山　　亮　　　吉瀨恵美子
　佐藤　　徹　　　中江　みわ
　山岸真知子　　　山﨑とも子

■厚生委員会（７人）
　子育て支援、保育、生活支援、高
齢者支援、介護保険、障害者支援、
健康施策、国民健康保険などに関す
る事項

◎石毛航太郎　　○幸田　昌之
　小野　高一　　　吉瀨恵美子
　さとう悦子　　　津本　裕子
　橋本　久雄

■環境建設委員会（７人※欠員２人）
　環境対策、ごみ・リサイクル、公
園・用水、下水道、都市計画、公共
交通、土地区画整理、道路、交通対
策などに関する事項

◎佐藤　　充　　○小林　洋子
　佐藤　　徹　　　永田　政弘
　平野ひろみ



一般質問

平成３０年（２０１８年）７月２９日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ４

一般質問の詳細についてはインターネット議会中継をご覧ください。アドレスはhttp://smart.discussvision.net/smart/tenant/kodaira/WebView/rd/council.html

 

川　

浩
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

視
覚
障
が
い
者
に
危
険
な
横
断
歩
道
／

次
世
代
高
効
率
照
明
機
器

中
江
み
わ
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

自
治
会
加
入
促
進
と
行
政
の
役
割
／

保
育
園
待
機
児
童
の
対
応
策

幸
田
昌
之
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

保
育
ニ
ー
ズ
と
防
災
対
策
に
つ
い
て
／

萩
山
駅
前
歩
道
橋
の
安
全
対
策

小
野
高
一
議
員
（
政
和
会
）

農
業
者
と
市
民
の
共
生
に
よ
り

都
市
農
業
を
未
来
へ
つ
な
い
で
い
こ
う

伊
藤　

央
議
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（
ム
サ
シ
）

適
正
な
中
学
部
活
動
に
／
減
少
を
続

け
る
自
治
会
加
入
率
を
ど
う
す
る
か

　議員が市政全般にわたり、執行機関に対し、事務の状況
及び将来に対する方針等について質問することをいいます。
　一般質問（要旨）につきましては、議員ごとにまとめた
ものを掲載しております。
　これまでの会議録は、小平市議会ホームページで、閲覧・
検索ができます。動画もご覧になれます。

一般質問とは

一般質問 要旨
市政を問市政を問うう

佐
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徹
議
員
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公
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Ｓ
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に
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と
介
護
の
連
携
推
進
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Ｓ 
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Ｏ
Ｐ
ｉ
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市

※
１

で
も
検
討
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

渦
Ｌ
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Ｎ
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を
使
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し
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都
の
相

談
の
取
り
組
み
を
、
本
市
の
小
・
中

学
校
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児
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・
生
徒
・
保
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者
に
も

広
報
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知
す
べ
き
だ
が
見
解
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。

教
育
長　

臼
現
在
の
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談
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成

果
と
課
題
を
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認
し
、
周
辺
自
治
体

の
動
向
等
も
踏
ま
え
研
究
し
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い
く
。

　

渦
都
の
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ア
プ
リ
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ど
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載

さ
れ
た
メ
ー
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ジ
ン
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情
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を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
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す
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な
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し

て
い
る
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教
員
研
修
会
等
で
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し
、
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に
知
ら
せ
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よ
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す
る
。

い
じ
め
、
自
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等
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Ｓ
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Ｓ
を

活
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し
た
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談
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援
体
制
の
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実
を
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臼
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包
括
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ア
推
進
計
画

の
、
切
れ
目
の
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い
在
宅
医
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と
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護
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提
供
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制
の
構
築
推
進
に

つ
い
て
、　

年
度
の
取
り
組
み
は
。

３０

　

渦
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
と
訪
問

診
療
を
行
う
診
療
所
に
つ
い
て
、　
３０

年
度
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

臼
多
職
種
連
携
の
さ
ら
な
る

充
実
に
向
け
、
ど
ん
な
取
り
組
み
が

必
要
か
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り
、

本
年
度
中
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。

　

渦
在
宅
医
療
介
護
連
携
調
整
窓
口

の
相
談
対
応
に
役
立
て
る
た
め
、
病

院
等
の
状
況
把
握
を
行
う
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

在
宅
医
療
と
介
護
の
さ
ら
な
る

連
携
推
進
を
目
指
し
て

 
質
問　

臼
部
活
動
の
長
時
間
化
が
与

え
る
生
徒
、
教
員
へ
の
影
響
は
。

　

渦
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
策
定
し
た
運
動

部
活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
総
合
的

な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
受
け
て
学
校
へ

の
指
導
は
。

教
育
長　

臼
行
き
過
ぎ
た
活
動
は
生

徒
に
心
理
的
・
肉
体
的
な
負
担
を
も

た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
と
も
に
、

教
員
の
長
時
間
労
働
に
も
つ
な
が
る
。

　

渦
文
化
部
活
動
に
つ
い
て
も
運
動

部
活
動
に
準
じ
た
取
り
扱
い
が
必
要
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
都
教
育
委
員
会

策
定
の
運
動
部
活
動
の
在
り
方
に
関

す
る
方
針
に
の
っ
と
り
、
本
年
度
末

生
徒
の
健
全
な
心
身
の
成
長
の

観
点
か
ら
部
活
動
の
現
状
と
今
後

ま
で
に
市
の
部
活
動
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

 
質
問　

臼
自
治
会
加
入
率
が
上
昇
し

な
い
原
因
は
。

　

渦
市
と
し
て
自
治
会
加
入
率
に
つ

い
て
目
標
値
を
持
っ
て
い
る
か
。

　

嘘
自
治
会
加
入
を
促
進
す
る
た
め

の
条
例
制
定
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長　

臼
住
民
と
地
域
の
関
係
が
希

薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因
の
１

つ
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
具
体
的
な
目
標
値
は
な
い
。

　

嘘
考
え
て
い
な
い
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
を

自
治
会
加
入
促
進
か
ら
考
え
る

 
質
問　

臼
特
定
生
産
緑
地
制
度
の
活

用
促
進
の
た
め
、
普
及
啓
発
や
実
態

調
査
を
実
施
す
る
予
定
は
。

　

渦
生
産
緑
地
地
区
の
表
示
が
わ
か

り
づ
ら
く
な
っ
た
標
識
へ
の
対
応
は
。

　

嘘
小
学
校
に
お
け
る
学
童
農
園
事

業
に
つ
い
て
、
農
業
者
の
評
価
は
。

　

唄
中
学
校
で
の
学
校
農
園
実
施
は
。

　

欝
企
業
等
へ
の
農
業
体
験
周
知
は
。

市
長　

臼
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
東
京

む
さ
し
と
も
連
携
し
説
明
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
丁
寧
な
普
及
啓
発
活
動

を
進
め
て
い
く
。
実
態
調
査
は
毎
年

実
施
す
る
作
付
調
査
と
あ
わ
せ
た
実

施
等
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

都
市
農
業
振
興
に
よ
り
市
内
農
地
の

有
効
活
用
及
び
維
持
保
全
を
し
よ
う

　

渦
判
別
が
困
難
と
な
っ
た
標
識
は
、

必
要
に
応
じ
新
し
い
標
識
と
交
換
し

て
い
る
。
今
後
、
制
度
の
開
始
に
よ

り
、
特
定
生
産
緑
地
に
移
行
す
る
も

の
と
し
な
い
も
の
が
混
在
す
る
状
況

等
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
標
識
を
含

め
周
知
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　

嘘
全
市
立
小
学
校
で
実
施
し
て
い

る
。
児
童
が
未
来
の
小
平
農
業
応
援

団
と
な
り
、
市
内
農
業
の
発
展
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

教
育
長　

唄
現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は

な
い
。

市
長　

欝
企
業
が
従
業
員
の
福
利
厚

生
と
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
都

市
農
業
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
市
内

農
業
の
振
興
に
つ
な
が
る
と
捉
え
て

い
る
。

 
質
問　

骨
折
な
ど
の
け
が
を
し
て
い

る
乳
幼
児
の
保
育
の
対
応
は
。

市
長　

医
師
の
診
断
を
踏
ま
え
て
、

保
育
園
内
で
集
団
生
活
が
可
能
な
乳

幼
児
は
預
か
っ
て
い
る
。

 
質
問　

臼
現
在
作
成
が
進
ん
で
い
る

各
小
・
中
学
校
の
避
難
所
管
理
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
進
捗
状
況
と
課
題
は
。

　

渦
小
平
第
十
小
学
校
が　

年
の
学

２９

校
公
開
を
活
用
し
て
実
施
し
た
防
災

を
考
え
る
日
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

市
長　

臼
作
成
完
了
及
び
作
成
中
は

多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に

対

応

す

る

た

め

に

改
め
て
災
害
時
の
自
助
、

共
助
を
進
め
る
た
め
の
準
備
を

　

年
５
月
末
現
在　

地
域
中　

地
域

３０

２８

１０

で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
組
織

の
発
足
時
に
よ
り
多
く
の
人
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

　

渦
児
童
や
保
護
者
、
地
域
の
人
々

の
参
加
で
周
知
が
で
き
、
地
域
防
災

力
の
向
上
に
非
常
に
有
効
で
あ
っ
た
。

 
質
問　

萩
山
駅
前
歩
道
橋
に
つ
い
て

管
理
し
て
い
る
東
村
山
市
と
は
こ
れ

ま
で
ど
の
よ
う
な
協
議
を
し
た
か
。

市
長　

現
況
や
今
後
の
修
繕
等
を
協

議
し
て
い
る
。　

年
度
、
当
該
歩
道

３０

橋
の
橋
梁
点
検
と
交
通
量
調
査
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

萩

山

駅

前

歩

道

橋

の

安

全

対

策

に

つ

い

て
 

質
問　

臼
非
加
入
者
の
要
因
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
、
分
析
し
て
い
る
か
。

　

渦
日
野
市
を
参
考
に
、
職
員
を
自

治
会
と
市
の
パ
イ
プ
役
と
す
る
地
域

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
導
入
へ
の
見
解
は
。

市
長　

臼
単
独
世
帯
の
割
合
の
増
加

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
等
に

伴
う
、
住
民
と
地
域
の
関
係
の
希
薄

化
が
要
因
の
１
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

渦
地
域
へ
積
極
的
に
職
員
が
出
て

い
き
、
自
治
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
が
連
携
す
る
仕
組
み
の
構
築
に
取

り
組
む
な
ど
し
て
お
り
、
現
在
は
考

え
て
い
な
い
が
、
自
治
会
の
実
情
や

意
向
も
踏
ま
え
研
究
し
て
い
く
。

自

治

会

加

入

促

進

と

行
政
の
役
割
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
平
成　

年
４
月
１
日
現
在

３０

の
待
機
児
童
数
が　

人
と
い
う
実
態

９６

を
踏
ま
え
、
認
可
保
育
園
を
１
園
程

度
設
置
す
る
と
打
ち
出
し
た
が
、
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
決
定
し
た
経
緯
は
。

　

渦
認
可
保
育
園
誘
致
の
際
に
課
題

と
な
る
こ
と
は
何
か
。

市
長　

臼
地
域
型
保
育
事
業
の
整
備

や
既
存
施
設
の
活
用
を
検
討
し
た
が
、

連
携
施
設
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
認
可
保
育
園
新
設
の
提

案
を
受
け
付
け
る
こ
と
と
し
た
。

　

渦
公
募
期
間
が
短
い
こ
と
に
よ
る

適
切
な
土
地
の
確
保
の
難
し
さ
や
、

新
た
な
財
政
負
担
の
増
加
が
あ
る
。

保
育
園
待
機
児
童
の
対
応
策
は

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

 
質
問　

臼
大
沼
町
の
タ
ッ
チ
式
ス
イ

ッ
チ
つ
き
の
障
害
者
に
優
し
い
横
断

歩
道
が
移
設
さ
れ
た
経
緯
は
。

　

渦
新
た
な
横
断
歩
道
は
新
青
梅
街

道
に
対
し
道
に
沿
っ
て
斜
め
に
設
置

さ
れ
て
お
り
視
覚
障
害
者
の
た
め
に

改
善
策
を
講
ず
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

市
長　

臼
道
路
管
理
者
等
か
ら
は
、

地
元
住
民
の
要
望
で
交
差
点
西
側
に

横
断
歩
道
を
増
設
す
る
と
と
も
に
、

既
設
の
横
断
歩
道
を
交
差
点
の
形
状

に
合
わ
せ
移
設
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

渦
交
通
管
理
者
に
、
同
様
の
工
事

の
際
は
丁
寧
な
対
応
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
要
望
を
伝
え
て
い
く
。

視
覚
障
が
い
者
に
危
険
に
な
っ
た

新
青
梅
街
道
の
移
設
さ
れ
た
横
断
歩
道

 
質
問　

臼
公
共
施
設
及
び
学
校
施
設

の
次
世
代
高
効
率
照
明
機
器
へ
の
設

置
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
見
解
は
。

　

渦
学
校
照
明
は
、
児
童
・
生
徒
の

健
康
の
た
め
フ
リ
ッ
カ
ー
（
ち
ら
つ

き
）
対
策
等
の
必
要
が
あ
り
、
早
急

に
実
証
実
験
等
に
着
手
す
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
国
は　

年
で
の
全
て
の
照

２０３０

明
の
高
効
率
化
を
示
し
て
い
る
こ
と

か
ら
計
画
の
策
定
を
検
討
し
て
い
く
。

教
育
長　

渦
既
に
増
改
築
工
事
等
の

際
に
高
効
率
照
明
を
設
置
し
て
お
り
、

実
証
実
験
等
は
考
え
て
い
な
い
。
今

後
も
児
童
・
生
徒
の
健
康
面
に
配
慮

し
な
が
ら
高
効
率
化
に
努
め
て
い
く
。

施
設
の
次
世
代
高
効
率
照
明
機
器
へ

の
交
換
・
設
置
計
画
の
策
定
を
急
げ

自治会加入を促進するチラシと市報こだいら（平成２９年３月２０日発行 第１４３１号）



一般質問

平成３０年（２０１８年）７月２９日５ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

さ
と
う
悦
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

子
ど
も
・
若
者
計
画
に
つ
い
て
／

図
書
館
が
愛
さ
れ
続
け
る
た
め
に

石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

会
計
年
度
任
用
職
員
／
改
正
自
殺

対
策
基
本
法
施
行
後
の
取
り
組
み

吉
瀨
恵
美
子
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

住
ま
い
は
人
権
、
生
活
困
窮
者
に

安
く
て
安
心
の
都
営
住
宅
と
住
宅
施
策

川
里
春
治
議
員
（
政
和
会
）

農
業
の
今
後
の
見
通
し
と
観
光
農
業
／

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
つ
い
て

宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
会
）

小
平
市
版
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を

木
村
ま
ゆ
み
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

教
科
化
さ
れ
た
道
徳
と
教
職
員
の

長
時
間
労
働
／
小
動
物
公
園
の
設
置
を

津
本
裕
子
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

高
齢
者
の
生
活
の
質
向
上
の
た
め
に
／

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り

 
質
問　

臼 
ア 
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
に
対

※
２

し
て
、
地
域
振
興
型
の
シ
ニ
ア
街
コ

ン
を
実
施
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

渦
仮
称
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
応
援

店
舗
認
定
証
の
実
施
で
、
商
業
者
に

積
極
的
な
働
き
か
け
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
実
施
主
体
な
ど
課
題
も
多

い
た
め
商
工
会
か
ら
情
報
収
集
を
行

う
な
ど
実
施
に
向
け
研
究
し
て
い
く
。

　

渦
集
う
場
の
提
供
で
シ
ニ
ア
層
の

仲
間
づ
く
り
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、

顧
客
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
で
商
業

者
も
店
舗
の
活
性
化
が
図
れ
る
こ
と

か
ら
両
者
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
今

後
、
実
施
主
体
と
な
る
商
業
者
等
と

多
様
化
す
る
高
齢
者
の
生
活
の

質
向
上
の
た
め
に
ま
ち
の
意
識
改
革
を

の
情
報
交
換
を
含
め
研
究
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
観
光
ま
ち
づ
く
り
振
興
プ

ラ
ン
の
見
直
し
体
制
は
。

　

渦
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
人
に
特
化
し
た

阿
蘇
市
の
「
然
」
と
同
様
の
取
り
組

み
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

市
長　

臼
現
行
プ
ラ
ン
の
進
行
管
理

を
行
う
観
光
ま
ち
づ
く
り
庁
内
連
絡

会
で
調
整
を
図
っ
て
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
然
は
市
が
目
指
す
地
域
主
体
、

民
間
主
体
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
共

通
す
る
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
は
、

先
進
事
例
も
参
考
に
、
観
光
ま
ち
づ

く
り
協
会
を
中
心
に
研
究
し
て
い
く
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、

人

づ

く

り

に

つ

い

て
 

質
問　

臼
道
徳
の
評
価
、
す
な
わ
ち

通
信
簿
の
つ
け
方
の
要
点
は
。

　

渦
道
徳
教
科
書
採
択
は
現
場
教
師

の
意
見
が
最
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ

が
、
ど
の
よ
う
に
担
保
さ
れ
る
か
。

　

嘘
教
職
員
の
長
時
間
労
働
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
た
改
善
対
策
は
。

　

唄
安
全
衛
生
委
員
会
の
設
置
は
。　

教
育
長　

臼
数
値
で
な
く
文
章
で
評

価
し
、
通
信
簿
等
に
記
述
す
る
。

　

渦
現
場
教
員
の
意
見
を
反
映
で
き

る
よ
う
各
学
校
で
調
査
研
究
し
、
そ

の
報
告
を
採
択
の
資
料
に
活
用
す
る
。

　

嘘　

年
度
中
に
働
き
方
改
革
に
関

３０

す
る
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
し
教
員
の

小
平
の
子
ど
も
と
教
育
を

め
ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て

負
担
軽
減
等
へ
の
取
り
組
み
を
行
う
。

　

唄
教
職
員　

人
未
満
で
の
設
置
は

５０

努
力
義
務
の
た
め
、
考
え
て
い
な
い
。

 
質
問　

臼
設
置
す
る
と
し
た
ら
ど
こ

が
望
ま
し
い
か
。

　

渦
子
ど
も
た
ち
が
直
接
動
物
と
触

れ
合
え
る
動
物
園
設
置
へ
の
考
え
は
。

市
長　

臼
樹
林
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

緩
衝
帯
を
外
周
部
に
設
け
る
た
め
大

き
な
敷
地
が
必
要
に
な
る
。

　

渦
設
置
場
所
の
確
保
は
困
難
で
あ

り
、
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
介
護
保
険
か
ら
の
生
活
援
助
等
の

排
除
で
在
宅
の
暮
ら
し
は
崩
壊
す
る

子
ど
も
た
ち
が
じ
か
に
触
れ
合
え
る

小
動
物
公
園
が
設
置
で
き
な
い
か

 
質
問　

臼
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の

役
割
と
メ
リ
ッ
ト
へ
の
認
識
は
。

　

渦
今
ま
で
個
人
が
あ
ら
か
じ
め
家

族
等
に
伝
え
て
お
き
た
い
こ
と
を
書

く
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
を
自
治
体
が
作
成
す
る
よ

う
に
な
っ
た
背
景
及
び
効
果
は
。

　

嘘
作
成
費
を
極
力
抑
え
る
方
法
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
を
可
能
に
す
る
な
ど
工
夫
を
し
、

小
平
市
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を

つ
く
り
配
布
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

臼
自
分
自
身
が
突
然
死
し
た

と
き
や
判
断
能
力
及
び
意
思
疎
通
能

力
の
喪
失
を
伴
う
病
気
に
か
か
っ
た

小
平
市
版
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
つ
く
る
考
え
は
な
い
か

と
き
に
、
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
や
人

生
へ
の
思
い
、
介
護
・
医
療
に
つ
い

て
の
希
望
、
大
切
な
人
た
ち
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
記
録
す
る
こ
と
で
、

残
さ
れ
た
人
々
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
な
く
、
自
分
ら
し
さ
を
支
え
て
く

れ
る
も
の
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高

齢
者
の
み
世
帯
の
増
加
に
よ
り
、
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
残
し
て
お
く

こ
と
で
、
突
然
死
し
た
と
き
な
ど
に

そ
の
人
の
意
思
を
尊
重
し
た
対
応
を

と
れ
る
た
め
、
自
分
自
身
の
終
末
期

へ
の
備
え
の
観
点
か
ら
推
奨
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

　

嘘
今
後
、
市
民
や
高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
他
市
等

の
事
例
も
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
こ
れ
か
ら
の
観
光
農
業
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　

渦
農
地
の
作
付
面
積
の
今
後
の
見

通
し
へ
の
見
解
は
。

　

嘘
農
業
生
産
量
を
ふ
や
す
た
め
に

ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
か
。

市
長　

臼
市
民
や
観
光
客
等
へ
の
農

業
と
か
か
わ
る
機
会
の
提
供
で
、
住

む
人
等
の
暮
ら
し
を
支
え
豊
か
に
す

る
農
業
振
興
が
図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　

渦
農
地
面
積
が
毎
年
減
少
し
て
い

る
状
況
だ
が
、
新
技
術
の
導
入
等
に

よ
る
生
産
性
の
向
上
で
、
作
付
面
積

の
増
大
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

　

嘘
農
業
経
営
の
基
盤
強
化
の
た
め
、

小
平
の
農
業
の
今
後
の
見
通
し
と

観

光

農

業

に

つ

い

て

認
定
農
業
者
の
育
成
等
に
よ
り
企
業

的
農
業
経
営
を
推
進
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
い
じ
め
ゼ
ロ
の
表
記
を
い

じ
め
防
止
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
変
更
し
た
理
由
は
。

　

渦
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
に
、
い
じ
め
の
事
実
を
誰

が
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
の
か
。

教
育
長　

臼
教
員
が
い
じ
め
件
数
ゼ

ロ
を
意
識
す
る
こ
と
で
い
じ
め
の
報

告
を
た
め
ら
い
適
切
な
対
応
の
機
会

を
失
う
可
能
性
を
懸
念
し
変
更
し
た
。

　

渦
担
任
や
学
年
主
任
の
教
員
の
ほ

か
、
状
況
に
よ
り
校
長
・
副
校
長
が

面
談
や
家
庭
訪
問
等
で
伝
え
て
い
る
。

い

じ

め

防

止

基

本

方

針

に

つ

い

て

 
質
問　

臼
市
内
の
都
営
住
宅
の
団
地

数
、
管
理
戸
数
と
そ
の
内
訳
に
つ
い

て
、
一
般
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
、
車
椅

子
使
用
者
向
け
住
宅
の
数
は
。

　

渦
５
月
時
点
で
、
市
内
の
都
営
住

宅
の
空
き
家
戸
数
は
。
ま
た
、
実
際

に
５
月
に
募
集
し
た
募
集
戸
数
は
。

　

嘘
生
活
困
窮
者
、
若
年
層
や
非
正

規
雇
用
の
人
々
の
、
特
に
高
い
家
賃

問
題
な
ど
深
刻
な
住
ま
い
の
問
題
を

ど
う
認
識
し
、
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

市
長　

臼
団
地
数　

団
地
、
管
理
戸

３７

数
５
千
４
百　

戸
。
内
訳
は
一
般
住

７０

宅
５
千
百　

戸
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア　

５１

２６９

戸
、
車
椅
子
使
用
者
向
け
住
宅　
戸
。

５０

住
ま
い
は
人
権
、
生
活
困
窮
者
に

安
く
て
安
心
の
都
営
住
宅
と
住
宅
施
策

　

渦
都
か
ら
、
空
き
家
戸
数
に
つ
い

て
は
入
居
と
退
去
が
常
に
行
わ
れ
る

た
め
把
握
困
難
で
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
５
月
募
集
戸
数
は　
戸
で
あ
る
。

１２５

　

嘘
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
中
に
は
、

住
宅
の
確
保
に
配
慮
が
必
要
な
人
が

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市
内
で
の

居
住
を
引
き
続
き
希
望
す
る
人
に
は
、

民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
保
証
人
が
い

な
い
場
合
、
民
間
の
保
証
会
社
の
紹

介
と
家
賃
保
証
料
助
成
を
行
っ
て
い

る
。
若
年
層
や
非
正
規
雇
用
の
人
に

は
、
離
職
後
２
年
以
内
で
、
離
職
に

よ
り
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
賃
貸
住

宅
に
住
む　
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
、

６５

一
定
期
間
家
賃
を
助
成
す
る
住
宅
確

保
給
付
金
の
支
給
を
行
っ
て
い
る
。

 
質
問　

臼
法
改
正
で
、
自
治
体
の
臨

時
・
非
常
勤
職
員
の
大
多
数
が
新
た

に
会
計
年
度
任
用
職
員
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

渦
改
正
に
よ
り
現
状
か
ら
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
変
わ
る
か
。

市
長　

臼
一
会
計
年
度
を
超
え
な
い

範
囲
内
で
置
か
れ
る
非
常
勤
職
員
と

さ
れ
一
般
職
に
分
類
さ
れ
る
。
１
千

百
人
程
度
が
対
象
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

渦
秘
密
を
守
る
義
務
等
、
地
方
公

務
員
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
、
違
反

者
は
懲
戒
処
分
の
対
象
と
な
る
。
報

酬
に
関
し
て
は
職
務
給
の
原
則
等
に

基
づ
き
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
子
ど
も
の
自
殺
予
防
と
し

て
都
教
育
委
員
会
が
全
校
に
導
入
し

た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
の
授
業
と
は
。

　

渦
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
や
そ
の
分

析
等
を
活
用
し
て
自
殺
予
防
の
取
り

組
み
が
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

臼
都
が
作
成
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
活
用
し
、
不
安
や
悩
み
、
ス
ト
レ

ス
へ
の
自
分
な
り
の
対
処
方
法
を
考

え
さ
せ
る
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

市
長　

渦
生
活
習
慣
病
を
発
端
に
健

康
問
題
を
抱
え
自
殺
に
至
る
ケ
ー
ス

も
多
い
た
め
、
保
健
、
医
療
、
福
祉

等
関
連
施
策
の
デ
ー
タ
分
析
と
活
用

に
よ
り
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

改
正
自
殺
対
策
基
本
法

施
行
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
子
ど
も
の
権
利
行
使
の
保

障
が
な
ぜ
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

　

渦
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
市
の

状
況
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　

嘘
子
ど
も
食
堂
の
あ
り
方
の
検
討

と
は
。

市
長　

臼
計
画
の
対
象
は
中
学
生
か

ら　

歳
ま
で
で
あ
る
。
児
童
の
権
利

２９
条
約
の
理
念
は
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

渦
支
援
が
必
要
な
ケ
ー
ス
等
は
少

な
か
ら
ず
存
在
す
る
と
の
認
識
を
持

ち
、
窓
口
対
応
等
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

嘘
民
間
活
動
の
自
発
性
等
の
尊
重

を
基
本
と
し
、
市
の
関
与
の
必
要
性

等
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討
す
る
。

小
平
市
子
ど
も
・
若
者
計
画
の

推

進

に

つ

い

て
 

質
問　

臼
図
書
館
を
ど
の
よ
う
な
場

所
に
し
て
い
き
た
い
か
。
展
望
は
。

　

渦
司
書
の
配
置
等
、
専
門
性
を
確

保
す
る
た
め
に
何
を
行
っ
て
い
る
か
。

　

嘘
他
市
図
書
館
で
「
も
う
す
ぐ
２

学
期
。
学
校
が
つ
ら
い
子
は
図
書
館

へ
」
と
い
う
発
信
が
あ
っ
た
。
小
平

市
で
も
同
様
の
発
信
は
可
能
か
。

教
育
長　

臼
開
館
以
来
の
運
営
方
針

に
加
え
地
域
の
情
報
拠
点
と
し
て
機

能
強
化
す
る
。

　

渦
司
書
講
習
の
受
講
や
研
修
等
で

専
門
性
等
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

嘘
現
在
は
考
え
て
い
な
い
が
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
発
信
等
に
努
め
て
い
く
。

小
平
市
の
図
書
館
が
市
民
の
宝
物

と
し
て
愛
さ
れ
続
け
る
た
め
に

葛
ブ
ラ
ン
ド
化
を
人
に
特
化
し
た
阿
蘇
市
の
「 
然 
」

ぜ
ん

 
（
阿
蘇
市
経
済
部
観
光
課
）



一般質問

平成３０年（２０１８年）７月２９日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６

山
岸
真
知
子
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

公
共
交
通
を
よ
り
よ
い
も
の
に
／

受
動
喫
煙
防
止
を
進
め
よ
う

浅
倉
成
樹
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

鈴
木
街
道
と
五
日
市
街
道
の
改
善
／

表

彰

制

度

の

創

設

山
﨑
と
も
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

防
災
備
蓄
品
の
回
転
備
蓄
を
進
め
よ
う
／

一
時
預
か
り
保
育
の
充
実
を

平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

子
ど
も
た
ち
の
外
遊
び
を
保
障
す
る

プ
レ
ー
パ
ー
ク
／
給
食
の
食
器
改
善

磯
山　

亮
議
員
（
政
和
会
）

所
有
者
不
明
土
地
問
題
の
解
決
／

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
守
る

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
の
党
こ
だ
い
ら
）

行
政
文
書
を
西
暦
表
記
へ
／
現
状

で
は
震
災
用
井
戸
は
活
用
で
き
な
い

 
質
問　

臼
行
政
文
書
に
年
号
を
記
載

す
る
場
合
の
基
準
は
。

　

渦
西
暦
表
記
の
町
田
市
の
評
価
は
。

　

嘘
西
暦
を
基
本
に
必
要
な
際
は
元

号
併
記
と
し
て
統
一
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
明
示
し
た
基
準
等
は
な
い
。

　

渦
表
記
の
法
的
規
定
は
な
く
各
自

治
体
が
対
応
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

嘘
国
の
見
解
等
注
視
し
対
応
す
る
。

 
質
問　

臼
場
所
の
公
表
、
標
識
の
設

置
、
ル
ー
ル
作
成
と
表
示
、
周
辺
住

民
へ
の
周
知
等
改
善
が
必
要
で
は
。

改
元
に
伴
い
行
政
文
書
は

原
則
と
し
て
西
暦
表
記
と
す
べ
き

現
状
で
は
災
害
時
、
震
災
対
策
用

井
戸
は
有
効
に
活
用
で
き
な
い

　

渦
生
活
用
井
戸
や
農
業
用
井
戸
な

ど
も
対
象
に
で
き
な
い
か
。

　

嘘
震
災
対
策
用
井
戸
使
用
分
の
下

水
道
料
金
を
減
免
措
置
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
所
有
者
の
希
望
に
よ
り
公

表
や
標
識
の
設
置
を
し
て
い
る
。
ル

ー
ル
づ
く
り
表
示
は
な
い
が
、
発
災

時
等
は
所
有
者
と
近
隣
自
治
会
等
で

対
応
し
て
も
ら
え
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

渦
震
災
対
策
用
井
戸
指
定
要
綱
の

条
件
を
満
た
せ
ば
対
象
と
な
る
。

　

嘘
公
益
上
の
使
用
と
認
め
ら
れ
た

と
き
は
減
免
で
き
る
の
で
、
適
切
に

対
応
し
て
い
く
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
ご
み
の
中
間
処
理
施
設
整
備
で
は

市
民
参
加
の
検
討
協
議
会
が
必
要
だ

 
質
問　

臼
市
内
の
所
有
者
不
明
土
地

の
数
と
把
握
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

　

渦
住
民
票
、
除
か
れ
た
住
民
票
、

戸
籍
の
附
票
、
除
か
れ
た
戸
籍
の
附

票
は
、
所
有
者
不
明
土
地
の
所
有
者

を
探
索
す
る
際
、
本
人
の
同
一
性
を

住
所
、
氏
名
に
よ
り
特
定
し
証
明
で

き
る
手
段
で
あ
る
。
住
民
票
の
除
票

及
び
戸
籍
の
附
票
の
除
票
に
関
し
て
、

保
存
期
間
を
延
長
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
課
税
し
て
い
る
土
地
に
お

い
て
５
件
あ
る
。
現
地
調
査
を
す
る

と
と
も
に
、
住
民
票
、
戸
籍
等
を
調

査
し
、
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　

渦
保
存
期
間
の
延
長
は
有
用
と
認

所
有
者
不
明
土
地
等
の
対
策
に
つ
い
て

識
し
て
い
る
。
国
の
検
討
状
況
等
注

視
し
今
後
の
対
応
を
研
究
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
市
内
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

対
し
て
の
影
響
は
。

　

渦
都
に
対
し
、
市
内
事
業
者
の
法

人
運
営
に
影
響
が
な
い
よ
う
激
変
緩

和
の
検
討
や
丁
寧
な
説
明
、
詳
細
な

実
態
調
査
等
を
提
案
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
週
末
に
実
家
等
に
帰
宅
す

る
利
用
者
や
軽
度
の
障
害
者
の
利
用

が
多
い
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
補
助

金
が
減
額
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

渦
担
当
部
長
会
等
の
機
会
を
捉
え
、

事
業
者
の
声
を
都
に
伝
え
て
い
く
と

と
も
に
丁
寧
な
説
明
を
求
め
て
い
く
。

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
都
加
算

制
度
の
改
定
が
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
第
三
次
長
期
総
合
計
画
に

掲
げ
る
プ
レ
ー
パ
ー
ク
設
置
に
つ
い

て
、
そ
の
経
過
と
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
、
ま
た
今
後
の
活
用
を
問
う
。

　

渦
子
ど
も
に
と
っ
て
の
外
遊
び
の

場
所
や
時
間
に
つ
い
て
ど
う
保
障
し

て
い
る
か
。

市
長　

臼
小
川
町
一
丁
目
区
画
整
理

事
業
区
域
内
の
き
つ
ね
っ
ぱ
ら
公
園

に
プ
レ
ー
パ
ー
ク
エ
リ
ア
を
整
備
す

る
と
公
表
し
た
後
、
関
係
団
体
な
ど

か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
整
備
し
、
平

成　

年
７
月
か
ら
供
用
開
始
し
た
。

２３
今
後
も
プ
レ
ー
パ
ー
ク
活
動
が
で
き

る
場
と
し
て
提
供
を
継
続
す
る
。

子
ど
も
た
ち
の
外
遊
び
を

保
障
す
る
プ
レ
ー
パ
ー
ク
を
活
用
し
よ
う

　

渦
市
内
に
は
多
く
の
公
園
、
市
民

広
場
等
が
あ
る
。

教
育
長　

渦
全
市
立
小
学
校
で
学
校

施
設
遊
び
場
開
放
事
業
を
放
課
後
等

の
時
間
を
利
用
し
て
実
施
し
て
い
る
。

 
質
問　

小
学
校
給
食
の
食
器
改
善
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
計
画
は
。

教
育
長　

市
立
小
学
校　

校
の
う
ち

１９

９
校
は
全
学
年
で
強
化
磁
器
食
器
ま

た
は
Ｐ
Ｅ
Ｎ
樹
脂
食
器
を
使
用
し
、

残
り　

校
の
４
年
生
以
上
の
学
年
で

１０

は
ア
ル
マ
イ
ト
食
器
を
使
用
し
て
い

る
。
平
成　

年
度
ま
で
は
給
食
調
理

３３

業
務
委
託
化
の
計
画
に
あ
わ
せ
強
化

磁
器
食
器
へ
の
切
り
か
え
を
進
め
る
。

お
い
し
い
給
食
の
食
器
改
善
を

全

校

で

進

め

る

べ

き
 

質
問　

臼
避
難
所
管
理
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
対
象
と
し
て
い
る
の
は
何

か
所
か
。

　

渦
未
着
手
の
避
難
所
の
課
題
は
。

地
域
住
民
へ
の
声
か
け
が
う
ま
く
い

っ
て
な
い
場
合
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
や
災

害
時
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
へ

の
声
か
け
が
有
効
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

市
長　

臼
市
立
小
・
中
学
校
及
び
元

気
村
お
が
わ
東
の　

か
所
で
あ
る
。

２８

　

渦
避
難
所
運
営
の
中
心
と
な
る
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
等
が
課
題
で
あ
る
。

提
案
を
含
め
よ
り
多
く
の
地
域
住
民

に
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
務
め
る
。

避
難
所
管
理
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

作

成

状

況

に

つ

い

て
 

質
問　

臼
宿
泊
行
事
を
行
う
目
的
は
。

　

渦
宿
泊
行
事
を
ふ
や
し
て
欲
し
い

等
、
校
長
会
な
ど
か
ら
要
望
が
上
が

っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
か
。

　

嘘
宿
泊
行
事
を
ふ
や
す
こ
と
を
検

討
し
て
欲
し
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長　

臼
見
聞
を
広
め
、
自
然
や

文
化
な
ど
に
親
し
む
と
と
も
に
、
集

団
生
活
の
あ
り
方
や
公
衆
道
徳
等
に

つ
い
て
の
体
験
を
積
む
こ
と
で
あ
る
。

　

渦
５
年
生
で
も
移
動
教
室
を
実
施

で
き
な
い
か
と
の
声
は
あ
っ
た
。

　

嘘
教
育
的
効
果
や
保
護
者
と
市
の

負
担
増
等
に
つ
い
て
協
議
し
実
現
の

可
能
性
の
見
き
わ
め
が
必
要
で
あ
る
。

学
校
で
の
宿
泊
行
事
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
災
害
に
備
え
た
食
糧
備
蓄

品
の
入
れ
か
え
後
の
活
用
方
法
は
。

　

渦
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
を
回
転
備

蓄
す
る
こ
と
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

　

嘘
医
薬
品
の
備
蓄
状
況
と
慢
性
疾

患
用
処
方
薬
の
備
蓄
へ
の
見
解
は
。

市
長　

臼
ク
ラ
ッ
カ
ー
や
ア
ル
フ
ァ

化
米
は
自
治
会
等
に
提
供
し
防
災
訓

練
時
の
炊
き
出
し
訓
練
に
活
用
し
て

も
ら
う
ほ
か
、
防
災
教
育
の
一
環
と

し
て
中
学
校
給
食
で
活
用
。
粉
ミ
ル

ク
は
市
内
保
育
園
で
活
用
し
て
い
る
。

　

渦
災
害
時
に
は
有
用
だ
が
価
格
が

高
い
な
ど
現
時
点
の
実
現
は
難
し
い
。

　

嘘
医
師
会
、
薬
剤
師
会
と
と
も
に

防
災
備
蓄
品
を
無
駄
な
く
消
費

す
る
回
転
備
蓄
を
進
め
よ
う

本
年
度
災
害
用
医
薬
品
の
整
備
を
進

め
る
な
ど
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

一
時
預
か
り
保
育
の
空
き
状
況
を
公

開
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
見
解
は
。

　

渦
保
育
園
で
実
施
し
て
い
る
一
時

預
か
り
利
用
者
は
必
要
に
応
じ
て
悩

み
な
ど
を
相
談
で
き
る
体
制
に
な
っ

て
い
る
か
。

市
長　

臼
人
的
体
制
等
課
題
も
あ
り

現
在
の
と
こ
ろ
実
施
予
定
は
な
い
が
、

他
市
の
実
施
状
況
等
研
究
し
て
い
く
。

　

渦
状
況
に
応
じ
、
子
育
て
の
悩
み

相
談
を
受
け
る
な
ど
、
保
護
者
に
寄

り
添
っ
た
対
応
を
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
家
庭
を
支
え
て

い
く
た
め
に
一
時
保
育
の
充
実
を

 
質
問　

臼
小
平
団
地
東
側
の
鈴
木
街

道
の
歩
道
改
善
の
た
め
団
地
側
の
用

水
路
を
含
む
歩
道
の
一
部
を
ス
ー
パ

ー
側
に
付
け
か
え
る
提
案
を
平
成　
１７

年
に
し
た
が
、
現
在
の
都
の
考
え
は
。

　

渦
喜
平
橋
か
ら
茜
屋
橋
間
の
五
日

市
街
道
で
、
歩
道
設
置
の
た
め
の
買

収
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
。

市
長　

臼
団
地
側
の
用
水
路
を
車
道

へ
改
修
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
場

合
、
用
水
路
の
側
壁
等
の
構
造
が
車

両
の
通
行
に
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
難
し
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

渦
都
か
ら
は
、
５
割
強
の
事
業
用

地
を
取
得
し
て
お
り
、
引
き
続
き
用

小
平
団
地
東
側
を
中
心
に
鈴
木
街
道

と
五
日
市
街
道
等
の
改
善
に
つ
い
て

地
交
渉
を
進
め
る
と
聞
い
て
い
る
。

 
質
問　

仮
称
小
平
市
グ
リ
ー
ン
ロ
ー

ド
栄
光
賞
を
創
設
し
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
面
で
市
に
貢
献
し
て
い
る
村
上

茉
愛
選
手
、
Ｆ
Ｃ
東
京
及
び
斎
藤
素

巖
氏
を
顕
彰
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

市
長　

行
政
活
動
や
自
治
、
地
域
振

興
に
功
労
の
あ
っ
た
人
へ
の
表
彰
制

度
は
あ
る
が
、
芸
術
、
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
に
関
す
る
基
準
が
明
確
に
定
め

ら
れ
て
い
な
い
。
東
京　

オ
リ
ン
ピ

２０２０

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
等
の
分
野
で
の
功

績
を
た
た
え
る
新
た
な
表
彰
制
度
の

創
設
を
検
討
し
て
い
く
。

村
上
茉
愛
選
手
等
を
顕
彰
す
る

表
彰
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
南
西
部
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
タ
ク
シ
ー
を
考
え
る
会
で
の
検

討
状
況
は
。

　

渦
高
齢
者
な
ど
移
動
困
難
な
人
へ

の
福
祉
的
な
視
点
を
踏
ま
え
、
公
共

交
通
体
系
の
あ
り
方
を
再
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。　

市
長　

臼
上
水
本
町
地
域
は
ル
ー
ト

案
見
直
し
の
検
討
を
し
て
い
る
た
め
、

鷹
の
台
駅
西
側
地
域
か
ら
実
証
実
験

運
行
開
始
の
手
続
を
進
め
て
い
る
。

　

渦
南
西
部
地
域
の
交
通
体
系
が
整

備
さ
れ
た
段
階
で
、
市
内
の
交
通
機

関
の
状
況
を
踏
ま
え
、
近
隣
市
と
の

連
携
等
を
含
め
、
今
後
の
公
共
交
通

小
平
市
の
公
共
交
通
を

よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
に

に
関
す
る
考
え
方
を
検
討
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
駅
周
辺
の
通
学
路
で
の
路

上
喫
煙
を
規
制
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

渦
健
康
増
進
の
視
点
か
ら
受
動
喫

煙
の
有
害
性
等
の
知
識
の
普
及
啓
発

を
強
化
す
べ
き
だ
が
、
教
育
委
員
会

に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

臼
市
内
全
域
で
歩
き
た
ば
こ

防
止
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
駅

周
辺
で
は
、
子
ど
も
を
受
動
喫
煙
か

ら
守
る
認
識
と
理
解
を
よ
り
深
め
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

教
育
長　

渦
保
健
体
育
科
の
授
業
で
、

喫
煙
が
周
り
の
人
の
健
康
に
及
ぼ
す

影
響
を
考
え
る
学
習
等
行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
安
全
や
健
康
増
進
の
視
点

で
受
動
喫
煙
防
止
を
進
め
よ
う

小学校給食の食器（左からＰＥＮ樹脂食器、アルマイト食器、強化磁器食器）

小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

防
災
／
学
校
で
の
宿
泊
行
事
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佐
藤　

充
議
員
（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

国
民
健
康
保
険
の
今
後
／
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

日
向
美
砂
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

介
護
離
職
ゼ
ロ
に
／
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
を
／
と
も
に
暮
ら
す
町
に

細
谷　

正
議
員
（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

小
川
駅
再
開
発
ま
ち
づ
く
り
に
市
民

の
声
の
反
映
を
／
防
球
ネ
ッ
ト
点
検

吉
本
ゆ
う
す
け
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

視
覚
障
が
い
者
へ
の
支
援
体
制
／ 

公
共
交
通
機
関
の
積
極
的
状
況
把
握
を

竹
井
よ
う
こ
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

電
子
申
請
推
進
／
効
率
的
保
育
事
業
／

職
員
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ

 
質
問　

臼
児
童
手
当
申
請
や
保
育
園

申
し
込
み
な
ど
の
電
子
申
請
の
子
育

て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は
忙
し

い
世
代
に
有
効
だ
が
、
市
の
考
え
は
。

　

渦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
電
子

申
請
の
普
及
促
進
を
ど
う
行
う
か
。

市
長　

臼
医
療
費
助
成
制
度
な
ど
が

電
子
申
請
に
対
応
し
て
お
ら
ず
、
子

ど
も
に
関
す
る
手
続
を
完
結
で
き
な

い
こ
と
や
、
申
請
内
容
確
認
の
た
め

面
談
が
必
要
と
な
る
こ
と
な
ど
、
課

題
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便

性
の
周
知
と
、
電
子
申
請
に
適
し
た

手
続
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

電
子
申
請
を
推
進
す
る
べ
き

 
質
問　

臼
自
治
会
・
町
会
の
現
状
に

つ
い
て
課
題
認
識
と
そ
の
対
処
策
は
。

　

渦
職
員
の
地
域
担
当
制
の
採
用
を
。

市
長　

臼
住
民
と
地
域
の
関
係
の
希

薄
化
や
加
入
率
低
下
に
伴
う
担
い
手

不
足
等
の
課
題
が
あ
る
。
自
治
会
懇

談
会
を
通
じ
地
域
実
態
の
把
握
や
支

援
に
取
り
組
む
な
ど
し
て
い
る
。

　

渦
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

が
、
市
民
団
体
と
行
政
の
関
係
性
な

ど
総
合
的
に
考
え
な
が
ら
、
職
員
と

地
域
の
か
か
わ
り
を
研
究
し
て
い
く
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
保
育
ニ
ー
ズ
を
よ
り
正
確
に
把
握

し
、
効
率
的
な
保
育
事
業
の
推
進
を

自
治
体
経
営
を
効
率
化
し
職
員
の

稼
働
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ

 
質
問　

臼
緑
成
会
病
院
横
か
ら
た
い

よ
う
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
向
か
う
歩
道

の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
剥
が
れ
は
、
早

急
に
対
応
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

渦
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
へ
の
音
声

案
内
設
置
が
必
要
だ
が
見
解
は
。

　

嘘
視
覚
障
害
者
か
ら
相
談
を
受
け

る
市
の
体
制
の
現
状
は
。

市
長　

臼
早
急
に
補
修
等
の
対
応
を

行
っ
て
い
く
。

　

渦
利
用
者
の
意
見
等
聞
き
な
が
ら
、

機
会
を
捉
え
て
整
備
に
努
め
て
い
く
。

　

嘘
地
域
ご
と
に
通
所
等
を
担
当
す

る
５
人
の
社
会
福
祉
主
事
と
、
ガ
イ

ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
等
を
担
当
す
る
２

視

覚

障

が

い

者

へ

の

支
援
体
制
に
つ
い
て
問
う

人
の
社
会
福
祉
主
事
が
、
主
に
相
談

を
受
け
付
け
る
な
ど
し
て
い
る
。

 
質
問　

臼
鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー

事
業
者
と
の
交
流
は
ど
の
程
度
持
っ

て
い
る
か
。

　

渦
鉄
道
駅
の
利
用
環
境
の
変
化
に

つ
い
て
、
関
係
す
る
市
民
等
へ
の
情

報
提
供
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長　

臼
適
宜
情
報
交
換
の
場
を
設

け
て
い
る
ほ
か
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の

ひ
ろ
ば
開
催
等
を
通
じ
交
流
が
あ
る
。

　

渦
鉄
道
事
業
者
か
ら
は
、
駅
構
内

へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
で
周
知
に
努

め
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
情
報
提

供
は
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

市
内
公
共
交
通
機
関
の

状
況
把
握
は
積
極
的
に
行
う
べ
き

 
質
問　

臼
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
が
参

画
す
る
場
や
市
民
の
声
を
反
映
す
る

仕
組
み
を
つ
く
れ
な
い
か
。

　

渦
小
川
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
に
お
け
る
公
共
床
の
検
討
は

市
民
も
交
え
て
検
討
す
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
準
備
組
合
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
丁
寧
な
周
知
と
説
明
に
努

め
る
と
と
も
に
、
で
き
る
限
り
多
く

の
人
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
取
り
組

み
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　

渦
市
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
小

川
駅
近
隣
の
公
共
施
設
や
、
中
央
公

民
館
、
健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
、

福
祉
会
館
等
と
と
も
に
、
一
体
的
な

小
川
駅
西
口
地
区
再
開
発
と
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
に
市
民
の
声
を

検
討
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

 
質
問　

臼
防
球
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
腐

食
、
さ
び
の
程
度
を
ど
う
認
識
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
更
新
ま
た
は
修
繕

の
検
討
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

渦
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置

場
所
は
最
適
か
。

市
長　

臼
現
在
、
防
球
ネ
ッ
ト
の
詳

細
な
状
況
を
確
認
し
て
お
り
、
今
後

必
要
な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

渦
最

適
な
場
所
と
考
え
て
い
る
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
農
地
が
結
ぶ
地
域
の
輪
と
防
災
機

能
の
可
能
性
に
つ
い
て

萩
山
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
防
球
ネ
ッ
ト

と
自
立
型
掲
示
板
の
保
守
点
検
を

 
質
問　

臼
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
計
画

に
お
け
る
介
護
者
の
課
題
解
決
は
。

　

渦
退
院
し
た
高
齢
者
へ
の
医
療
と

介
護
連
携
の
流
れ
を
ど
う
捉
え
る
か
。

市
長　

臼
介
護
す
る
家
族
の
支
援
と

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
量
的
整
備
、

質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
。

　

渦
退
院
前
に
病
院
か
ら
情
報
提
供

と
支
援
依
頼
が
あ
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
と
家
族
、
本
人
と
と
も
に
在
宅

療
養
の
体
制
を
整
え
る
。

 
質
問　

臼
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
も
介
護
す
る
人
も

幸
せ
に
く
ら
せ
る
小
平
を
め
ざ
し
て

子
ど
も
の
育
ち
に
寄
り
添
う

発
達
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

設
置
に
つ
い
て
の
検
討
状
況
は
。

　

渦
発
達
に
気
が
か
り
が
あ
る
子
ど

も
へ
の
療
育
に
つ
い
て
器
具
や
専
門

家
を
置
く
ハ
ー
ド
が
必
要
で
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
ま
で
に
設
置

３２

す
る
こ
と
を
成
果
目
標
と
し
て
い
る
。

　

渦
ス
ペ
ー
ス
も
検
討
し
て
い
く
。

 
質
問　

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
な
い
外
国
籍
の
住
民
へ
の
就
学

や
福
祉
に
お
け
る
対
応
は
、
人
権
保

護
等
の
視
点
で
行
わ
れ
て
い
る
か
。

市
長　

福
祉
で
は
無
料
低
額
診
療
事

業
等
で
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

教
育
長　

就
学
は
、
国
の
通
知
を
踏

ま
え
て
適
切
に
対
応
す
る
。

生
活
の
中
で
の
多
文
化
共
生
を

実

現

す

る

た

め

に

 
質
問　

臼
保
険
料
が
高
い
な
ど
の
構

造
問
題
は
ど
う
解
決
さ
れ
る
の
か
。

　

渦
貧
困
化
、
少
子
化
対
策
等
を
考

え
、
多
子
世
帯
へ
の
国
保
税
の
減
免

制
度
が
必
要
と
考
え
る
が
、
考
え
は
。

市
長　

臼
今
回
の
制
度
改
革
は
国
の

財
政
支
援
を
拡
充
し
、
財
政
運
営
を

都
道
府
県
単
位
と
し
て
財
政
基
盤
の

強
化
と
制
度
の
安
定
化
を
図
る
重
要

な
改
革
で
あ
る
た
め
、
構
造
問
題
の

解
決
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
都
道
府
県
と
区
域
内
の
市
町
村

が
保
険
者
の
事
務
を
共
通
認
識
の
も

と
実
施
す
る
と
い
う
改
革
の
趣
旨
に

沿
い
慎
重
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
。

国

民

健

康

保

険

の

今

後

に

つ

い

て

問

う
 

質
問　

臼
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
訪
問

看
護
師
が
不
足
し
て
い
る
が
現
状
は
。

　

渦
介
護
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
複
雑

化
に
応
え
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
苦

情
も
あ
る
と
聞
く
が
認
識
と
対
応
は
。

市
長　

臼
現
時
点
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
に
不
足
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

訪
問
看
護
師
は
、
土
日
等
に
対
応
可

能
な
職
員
の
確
保
等
に
苦
慮
し
て
い

る
事
業
所
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

渦
単
身
の
認
知
症
高
齢
者
へ
の
ケ

ア
な
ど
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
は
認
識

し
て
お
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
を

中
心
と
し
た
多
職
種
協
働
に
よ
る
チ

ー
ム
ケ
ア
の
実
践
で
対
応
し
て
い
く
。

安

心

し

て

暮

ら

せ

る

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

※
１　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ｉ
ｔ
と
は

　

い
じ
め
等
を
受
け
て
い
る
、

も
し
く
は
目
撃
し
た
人
が
匿
名

で
学
校
等
の
担
当
者
に
報
告
、

相
談
が
で
き
る
モ
バ
イ
ル
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
。

※
２　

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
と

は
　

一
般
に
、
自
分
の
価
値
観
を

持
ち
、
定
年
退
職
後
な
ど
も
趣

味
や
社
会
参
加
活
動
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
む
シ
ニ
ア
層
と
さ
れ
て
い
る
。

用
語
の
解

用
語
の
解
説説

　

本
会
議
や
委
員
会
は
定
員
の
範
囲

内
で
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
市
役
所
７
階
の
議
会
事
務
局
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
会
議
当
日
の
午
前

８
時　

分
か
ら
受
け
付
け
を
し
て
い

３０

ま
す
。
所
定
の
手
続
を
し
て
い
た
だ

い
た
後
、
傍
聴
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

な
お
、
小
平
市
議
会
で
は
、
本
会

議
場
傍
聴
席
へ
の
磁
気
ル
ー
プ
の
設

置
と
手
話
通
訳
者
の
配
置
を
試
行
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。（
ご
利
用
に 

当
た
っ
て
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。）

　

本
会
議
の
日
程
等
詳
し
い
こ
と
は

議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
議
会
を
傍
聴

し
て
み
ま
せ
ん
か

 　

カ
レ
ン
ダ
ー
機
能
の
追
加
な
ど
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
ま
し
た
。
今
後

も
わ
か
り
や
す
い
情
報
配
信
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 　

小
平
市
議
会
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
議
会
中
継

　

本
会
議
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
録
画
配
信
し
て
い
ま
す
。
録
画

映
像
は
会
議
日
の
原
則
３
日
後
か
ら

配
信
を
開
始
し
、
次
の
定
例
会
の
前

日
ま
で
の
間
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

　

本
会
議
や
委
員
会
で
の
発
言
は
会

議
録
に
記
録
さ
れ
ま
す
。
当
シ
ス
テ

ム
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
か
ら
会

議
録
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
市
議
会
だ
よ
り
デ
ジ
タ
ル
版

　

年
４
回
発
行
し
て
い
る
市
議
会
だ

よ
り
を
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
形
式
で
読

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
をを

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
たた

市
議
会
ホ
ー

市
議
会
ホ
ー
ムム

ペ
ー
ジ
の
内

ペ
ー
ジ
の
内
容容

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 　

政
治
家
が
、
選
挙
区
内
の
人
や
団

体
に
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の

自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
）
を
出
し

た
り
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、

時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
た
人
も

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
お
中
元
や
お
歳
暮

○
お
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
し
入
れ

○
秘
書
や
家
族
な
ど
が
代
理
で
出
席

す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
や
香
典

○
葬
式
の
花
輪
や
供
花

○
落
成
式
、
開
店
祝
い
の
花
輪
や
お

祝
い
な
ど

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
の
寄
附
行
為

議
員
の
寄
附
行
為
はは

禁
止
さ
れ
て
い
ま

禁
止
さ
れ
て
い
ま
すす

葛
修
繕
等
の
対
応
が
検
討
さ
れ

る
萩
山
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

防
球
ネ
ッ
ト

▲



平成３０年（２０１８年）７月２９日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と植物油由来のインキを使用しています。

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

９９

　

地
方
議
会
議
員
年
金
は
市
町
村
合

併
の
急
速
な
進
展
等
に
よ
る
議
員
数

の
激
減
に
よ
る
年
金
財
政
の
破
綻
に

よ
り
平
成　
年
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

２３

　

し
か
し
、
議
員
の
な
り
手
が
い
な

い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
地
方
議
会
議

員
の
厚
生
年
金
へ
の
加
入
の
た
め
の

法
律
の
改
正
案
を
議
員
立
法
に
よ
り

今
国
会
に
提
案
す
る
準
備
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
動
き
は
平
成　

年
の
地
方
議

２３

会
議
員
年
金
制
度
廃
止
法
案
の
委
員

会
採
決
に
際
し
、
衆
参
両
院
の
総
務

委
員
会
に
お
い
て
、
地
方
議
会
議
員

年
金
制
度
廃
止
後
、
お
お
む
ね
１
年

を
目
途
と
し
て
、
地
方
議
会
に
お
け

る
人
材
確
保
の
観
点
を
踏
ま
え
た
新

た
な
年
金
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
旨
の
附
帯
決
議
が
全
会
一
致
で
な

意見書意見書意見書
　６月定例会では１件の
意見書を可決し、関係機
関へ送付しました。

（要旨）

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

　

６
月
定
例
会
で
は
、
請
願
１
件
を
新
た
に
受
理
し
、
採
択
し
ま
し
た
。

陳
情
は
２
件
を
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳
情
文
書
表
を
配
付

し
ま
し
た
。
採
択
し
た
請
願
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

議
員
年
金
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し

た
が
、
元
議
員
等
の
既
存
支
給
者
へ

の
給
付
は
こ
の
先
約　

年
続
き
、
そ

５０

の
公
的
負
担
累
計
額
は
、
総
務
省
の

試
算
で
約
１
兆
１
千
４
百
億
円
に
も

上
る
膨
大
な
額
に
な
り
ま
す
。

　

小
平
市
で
は
、
平
成　

年
度
の
予

３０

算
ベ
ー
ス
で
議
会
費
か
ら
元
議
員
等

の
既
存
支
給
者
の
年
金
の
支
払
い
の

た
め
に
約
６
千
８
百
７
万
円
の
公
費

が
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
、

議
員
が
厚
生
年
金
に
加
入
す
れ
ば
、

事
業
主
負
担
と
し
て
、
新
た
な
財
政

負
担
が
生
じ
、
そ
の
額
は
小
平
市
で

年
間
約
２
千
３
百
万
円
、
都
道
府
県
、

市
区
町
村
全
体
で
約
２
百
億
円
に
上

る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
町
村
議
会
を
初
め
多
く
の

地
方
議
会
に
お
い
て
議
員
の
な
り
手

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
は
憂

慮
す
べ
き
事
態
で
あ
り
、
そ
の
方
策

特
権
的
地
方
議
会
議
員

年
金
制
度
の
復
活
に
断
固

反
対
す
る
意
見
書

胎
内
堀
保
全
工
事
に
当
た
り
市
内
用
水
路
へ

の
流
水
の
維
持
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

小
平
に
は
、
約　

年
前
、
開
拓
民

３５０

の
生
活
用
水
を
確
保
す
る
た
め
、
玉

川
上
水
か
ら
の
分
水
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
用
水
路
が
今
も
流
れ
て
い
ま

す
。
明
治
３
年
に
玉
川
上
水
に
並
行

し
て
掘
ら
れ
た
新
堀
用
水
に
は
立
て

穴
を
掘
っ
て
か
ら
横
穴
を
掘
っ
て
つ

な
げ
る
素
掘
り
の
ト
ン
ネ
ル
方
式
で

あ
る
胎
内
堀
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が

上
流
部
に
あ
り
ま
す
。

　

小
平
市
は
、
平
成　

年
９
月
か
ら

３０

平
成　

年
３
月
に
か
け
て
、
胎
内
堀

３１

の
保
全
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

胎
内
堀
抗
口
付
近
の
樹
木
伐
採
や
宅

地
化
に
よ
り
抗
口
部
分
が
乾
燥
し
、

木
の
根
の
影
響
も
あ
っ
て
劣
化
が
進

行
し
て
保
全
対
策
が
必
要
だ
と
市
は

説
明
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
の
内
容
は
、
胎
内
堀
の
ト
ン

ネ
ル
内
部
に
鉄
板
を
張
っ
て
補
強
し

た
上
で
、
現
在
の
胎
内
堀
坑
口
か
ら

下
流　

㍍
ま
で
パ
イ
プ
で
ト
ン
ネ
ル

１５

を
延
長
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
を

つ
く
り
、
そ
こ
に
現
在
の
坑
口
を
模

し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
擬
岩
を
は
め

込
む
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
工
事
の
た
め
、
平
成　

年　

月

３０

１１

か
ら
平
成　

年
１
月
ま
で
の
３
か
月

３１

間
、
新
堀
用
水
の
水
を
と
め
る
予
定

で
す
。
市
内
の
用
水
の
う
ち
野
火
止

用
水
と
砂
川
用
水
を
除
く
用
水
は
新

堀
用
水
か
ら
分
水
さ
れ
て
い
る
た
め
、

新
堀
用
水
の
水
を
と
め
る
こ
と
に
よ

り
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
用
水
の
水
が

と
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
用
水
路
に
は
多
摩
川
の

原
水
が
流
れ
て
お
り
、
豊
か
な
生
態

系
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
特
に
水
流

が
豊
富
な
小
川
用
水
の
上
流
部
に
は
、

絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
の

ほ
か
、
ク
チ
ボ
ソ
、
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど

の
魚
類
や
、
ザ
リ
ガ
ニ
、
ガ
ガ
ン
ボ
、

カ
ワ
ニ
ナ
、
ヤ
ゴ
類
、
蛍
な
ど
多
様

な
生
き
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
を
餌
と
す
る
サ
ギ
や
カ
モ
も
飛

来
し
ま
す
。

　

保
全
工
事
の
実
施
に
伴
い
３
か
月

に
わ
た
り
水
流
が
途
絶
え
れ
ば
、
そ

れ
ら
の
水
生
生
物
の
大
半
は
死
滅
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
回
復

は
容
易
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成　

年
、
上
水
公
園
付
近
で
の
漏

２５

水
事
故
の
た
め
、
半
年
間
水
が
途
絶

え
た
新
堀
用
水
で
は
、
以
前
は
見
ら

れ
た
生
物
が
、
５
年
た
っ
た
今
も
十

分
に
は
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。
市
で
は

現
在
の
流
水
量
を
確
保
し
て
切
り
回

し
を
す
る
に
は
大
が
か
り
な
工
事
が

避
け
ら
れ
ず
、
多
額
の
経
費
が
必
要

と
試
算
し
、
胎
内
堀
内
の
工
事
の
危

険
性
も
回
避
し
き
れ
な
い
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
し

流
水
を
少
し
で
も
維
持
す
る
何
ら
か

の
方
策
は
見
出
せ
る
は
ず
で
す
。

　

小
平
市
開
拓
の
礎
で
あ
る
用
水
路

は
、
豊
か
な
自
然
に
親
し
む
水
辺
と

し
て
も
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
よ
り

よ
い
形
で
後
世
へ
つ
な
い
で
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
次
の
事
項

「市民と議会の意見交換会」を
開催しました

 

１９日　石川県議会議員視察来庁（下水道整備
事業のこれまでの取り組み、ふれあい
下水道館開設に至る経緯及び利用状況
について）

２７日　市民と議会の意見交換会
 

９日　総務委員会行政視察（青森県弘前市、秋
田県大館市、岩手県盛岡市　１１日まで）

 生活文教委員会行政視察（石川県羽咋
市、富山県小矢部市、新潟県糸魚川市
　１１日まで）

１６日　厚生委員会行政視察（大阪府東大阪市、
豊中市、奈良県生駒市　１８日まで）

 環境建設委員会行政視察（北海道札幌
市、室蘭市、苫小牧市　１８日まで）

１７日　徳島県徳島市議会議員視察来庁（なか
まちテラスについて）

１８日　東京都四市競艇事業組合議会臨時会
 東京都十一市競輪事業組合議会臨時会
２２日　総務委員会
２３日　生活文教委員会
 三多摩上下水及び道路建設促進協議会

総会
２４日　厚生委員会（稲城市視察あり）
 東京都河川改修促進連盟総会及び促進

大会
２５日　環境建設委員会
 宮城県仙台市議会議員視察来庁（ふれ

あい下水道館事業について、下水道事
業について）

２８日　幹事長会議

4　　月

5　　月

３０日　小平・村山・大和衛生組合議会臨時会
３１日　議会運営委員会
 東京都三多摩地区消防運営協議会通常

総会
 静岡県静岡市議会議員視察来庁（なか

まちテラスについて）
 

５日　６月定例会初日
６日　６月定例会２日目（一般質問）
７日　６月定例会３日目（一般質問）
８日　６月定例会４日目（一般質問）
１２日　総務委員会
１３日　生活文教委員会
１４日　厚生委員会
１５日　環境建設委員会
１８日　広聴広報特別委員会
１９日　都市基盤整備調査特別委員会
２０日　公共施設マネジメント調査特別委員会
２２日　幹事長会議
２５日　議会運営委員会
２８日　６月定例会最終日
 広聴広報特別委員会
２９日　茨城県日立市議会議員視察来庁（政策

立案・政策提言について）
 

４日　岩手県滝沢市議会議員視察来庁（観光
振興について）

１３日　青森県弘前市議会議員視察来庁（小平
市協働事業フォローアップ支援事業に
ついて）

１７日　広聴広報特別委員会

6　　月

7　　月

議 会 日 誌
4月19日～7月17日

本会議、委員会、諸会議など

議 会 日議 会 日 誌誌

に
つ
い
て
請
願
い
た
し
ま
す
。

　

胎
内
堀
の
保
全
工
事
に
当
た
り
、

市
内
用
水
路
の
生
態
系
を
壊
さ
な
い

よ
う
、
流
水
の
維
持
に
努
め
る
な
ど

工
事
を
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者　

小
平
市
上
水
本
町
三
丁
目

用
水
路
の
水
を
止
め
な
い
よ
う
求
め

る
会
代
表　

水
口　

和
恵　

外　

人
２８１

と
し
て
厚
生
年
金
へ
の
加
入
の
制
度

化
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
自
営
業
者
な
ど
国
民
年
金

だ
け
の
加
入
者
が
平
成　

年
度
末
時

２６

点
で
約
１
千
７
百
万
人
に
上
る
中
で

地
方
議
会
議
員
だ
け
が
新
た
に
厚
生

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
は
多
額
の
事

業
主
負
担
を
伴
う
こ
と
を
考
え
れ
ば

容
易
に
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
厚
生
年
金
加
入
問
題

の
み
な
ら
ず
、
地
方
議
会
議
員
制
度

全
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
が

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
会
及

び
関
係
行
政
庁
に
対
し
、
特
権
的
地

方
議
会
議
員
年
金
制
度
の
復
活
を
し

な
い
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
あ
て

 
《
小
学
３
年
生
》

○
５
月　

日　

八
小　

人

２２

７２

○
５
月　

日　

七
小　

人

３１

１１８

○
６
月
１
日　

十
三
小　

人
５９

○
６
月　

日　

十
二
小　

人

１２

９８

　
　
　
　
　
　

九
小　

人
８１

議
場
見

議
場
見
学学

○
６
月　

日　

花
小
金
井
小　

人

１５

８８

　
　
　
　
　
　

五
小　

人
１０９

○
６
月　

日　

六
小　

人

１８

９１

○
６
月　

日　

学
園
東
小　

人

１９

６４

○
６
月　

日　

鈴
木
小　

人

２１

３２

　
　
　
　
　
　

三
小　

人
１１６

○
６
月　

日　

一
小　

人

２２

７７

○
６
月　

日　

十
小　

人

２６

１４０

○
７
月
３
日　

二
小　

人
８９

○
７
月
５
日　

十
五
小　

人
７９

 　

６
月
定
例
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

議
案
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒　

儿　

小
平
市
小
川
町
二
丁
目

１８７

８７０１

１
３
３
３
番
地

 

緯
０
４
２
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０
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９
５
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７

FAX あ
と
が

あ
と
が
きき

小平市非核都市宣言
　世界の恒久平和は、人類共通の願
いである。しかし、核軍備拡大競争
及び通常兵器の軍備拡大競争は一段
と激化し、世界各地で武力紛争が絶
え間なく続き核戦争の脅威が迫って
いる。
　我が国は、世界唯一の核被爆国で
あることにかんがみ、小平市議会
は、すべての国の核兵器に反対し非
核三原則を堅持し、人類永遠の平和
のため努力することを決意し非核都
市を宣言する。

昭和58年３月３日
小平市議会

※この宣言は、昭和58年３月定例会に
おいて議員から提案され全会一致で
可決されたものです。

　市議会では「小平の魅力アップについて　あなたの目線で考えてみません
か」をテーマに、今年初めての意見交換会を以下のとおり開催しました。
　３月定例会の報告を行ったのち、市民の皆さんとグループに分かれ、テー
マに沿って意見交換を行いました。多くのご意見をいただきました。ありが
とうございました。
　開催の概要は下記のとおりです。

　意見交換の内容やいただいたご意見、アンケート結果の詳細については、
市議会ホームページ（http://www.city.kodaira.tokyo.jp/gikai/）のほか、
市役所７階議会事務局でもご覧いただけます。

　次回は、10月25日、26日、29日、30日の夜間に４会場での開催を予定し
ております。
　詳細は、議会事務局までお問い合わせください。多くの方のご参加をお待
ちしております。

・日時
４月27日（金）
午後７時～９時

・会場
ルネこだいら　レセプション
ホール

・参加者数
39人 当日の様子
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